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上期・業績概要

＋７９７１００▲６９６当期純利益

＋８３０５１３▲３１６経 常 利 益

＋７６９８３３６４営 業 利 益

＋８２８１５，６９７１４，８６８売 上 高

増 減２０１０年度２００９年度科 目

単位：百万円
表示：百万円未満切捨て
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新・セグメント別・事業内容

スピロン染料、カチロン染料、塩基性染料、食品添加物

PTG（ｳﾚﾀﾝ原料）、接着剤、剥離剤、硬化剤

ウレタン系・セメント系の各種土木建築用材料、工事

過酸化水素および誘導品、工業用基礎原料

危険物倉庫、研究開発業務の受託

主 要 製 品

ホスゲン誘導体、医薬・樹脂材料・電子材料用の各種中間体

トナー用電荷制御剤(CCA)、有機光導電体材料(OPC)

農薬原体、製剤

機能性色素

機能性樹脂

基礎化学品

その他

セグメント

ア グ ロ
サイエンス

電子材料

色素材料

特殊化学品

ｱｸﾞﾛｻｲｴﾝｽ

樹脂材料

工業薬品

事 業

建築材料

有機ＥＬ 有機EL材料
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上期 セグメント別・売上高

▲０▲１１９▲１１９９８９１，１０９ｱｸﾞﾛｻｲｴﾝｽ

▲１９７＋１，０２５＋８２８１５，６９７１４，８６８合 計

－＋６２＋６２７５１６８９そ の 他

＋１５＋２６７＋２８２４，１３１３，８４９基礎化学品

▲９１＋６０▲３１５，２８３５，３１５機能性樹脂

▲１２０＋７５４＋６３４４，５４０３，９０５機能性色素

売価差※２
数量差・

製品構成差

増減要因

増 減2010年度2009年度※１セ グ メ ン ト

※１：２００９年度の値は参考値

※２：売価差には、為替差 ▲１０７を含む

単位：百万円／表示：百万円未満切捨て
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上期 セグメント別・営業利益

▲３６＋１０▲０▲１１０▲１３７▲１０８２８ｱｸ ﾞﾛｻｲｴﾝｽ

▲１０６＋７９３▲１９７＋２７８＋７６９８３３６４合 計

＋４４－－＋９９＋１４３１６２１８そ の 他

▲５３＋５２＋１５＋３２＋４６３０２２５６基 礎 化 学 品

▲５０＋３０７▲９１▲２０＋１４５２００５５機 能 性 樹 脂

▲１８＋４２３▲１２０＋２８９＋５７４２７８▲２９５機 能 性 色 素

販管費差原価差売価差

※２

数量差・

製品構成差

増 減 要 因

増 減2010年度2009年度

※１

セグメント

※１：２００９年度の値は参考値

※２：売価差には、為替差 ▲１０７を含む

単位：百万円／表示：百万円未満切捨て
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売上高は、緩やかな景気回復に伴う

販売数量の増加により、増収

営業利益・経常利益・当期純利益は、

売上高の増加に加え、稼働率の向上が

大きく寄与し、増益

売上高は、緩やかな景気回復に伴う

販売数量の増加により、増収

営業利益・経常利益・当期純利益は、

売上高の増加に加え、稼働率の向上が

大きく寄与し、増益

上期・業績概要
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四半期別・業績推移

▲２０３９６０当期純利益

＋１４３３２８１８５経 常 利 益

＋１８１５０７３２５営 業 利 益

＋８７９８，２８８７，４０８売 上 高

増 減第２四半期第１四半期科 目

単位：百万円
表示：百万円未満切捨て
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売上高は、アグロサイエンスや機能化学品での

販売数量の増加により、増収

営業利益・経常利益は、

売上高の増加に加え、稼働率の向上が

大きく寄与し、増益

当期純利益は、特別損失で、

投資有価証券評価損が発生し、減益

売上高は、アグロサイエンスや機能化学品での

販売数量の増加により、増収

営業利益・経常利益は、

売上高の増加に加え、稼働率の向上が

大きく寄与し、増益

当期純利益は、特別損失で、

投資有価証券評価損が発生し、減益

四半期別・業績推移
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セグメント業績動向（機能性色素）

色素
材料

有機EL

電子
材料

単位：億円

売上高 ： 左目盛

営業利益 ： 右目盛

・アルミ着色用・文具用染料に加え、
紙パルプ用・繊維用染料の需要も
堅調に推移

・モバイル用ディスプレイ向けの
需要増に伴い、増加

・円高の影響等による需要の鈍化や、
価格競争の激化により、伸び悩み

単位：億円

0
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1Q 2Q
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0

1Q⇒2Q 売上高の動向1Q⇒2Q 売上高の動向
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セグメント業績動向（機能性樹脂）

単位：億円

・建築業界は、依然低調に推移
しているものの、季節変動もあり、
2Qは1Qよりも増加

・PTGや硬化剤は、増加
接着剤は、輸出向けの好調継続

単位：億円

売上高 ： 左目盛

営業利益 ： 右目盛

1Q 2Q

1

0

10

20

0 特殊
化学品

・樹脂関連分野・医薬品分野が、
堅調に推移し、増加

30

樹脂
材料

建築
材料

2

1Q⇒2Q 売上高の動向1Q⇒2Q 売上高の動向
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セグメント業績動向（基礎化学品）

売上高 ： 左目盛

営業利益 ： 右目盛

単位：億円単位：億円

1Q 2Q

2

1

0

10

20

0

1Q⇒2Q 売上高の動向1Q⇒2Q 売上高の動向

過酸化
水素

・第１四半期に寄与した、
紙パ向けの特需はないものの、
半導体分野・工業薬品分野向けの
需要の回復により、横這い
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セグメント業績動向（アグロサイエンス）

売上高 ： 左目盛

営業利益 ： 右目盛

・家庭園芸除草剤および殺虫剤の
需要回復に加え、
2Qから、製剤・受委託事業の
買収効果が寄与し、増加

単位：億円単位：億円

1Q 2Q
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▲2

アグロ
サイエンス

1Q⇒2Q 売上高の動向1Q⇒2Q 売上高の動向


